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ぶ
ら
り

島
田
の

宝
探
し

そ
の
４

【
市
内
の
音
楽
家
も
参
加
】

　

こ
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
力
者
が

集
ま
る
公
演
会
に
、
市
内
在
住
の
音

楽
家
の
大お

お
い
し石

陽よ
う
す
け介

さ
ん（
バ
リ
ト
ン
）・

大お
お
い
し石

真ま

き

こ

喜
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）・

北き
た
が
わ川

徳の
り
こ子

さ
ん
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
の

３
人
も
参
加
し
、
島
田
市
歌
の
歌
唱

に
出
演
し
ま
す
。

◉
大
石
真
喜
子
さ
ん
の
言
葉

「
髙
田
先
生
の
生
誕
百
周
年
記
念
演

奏
会
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

誠
に
光
栄
に
思
い
ま
す
。
思
い
を

込
め
て
、
一
生
懸
命
に
歌
い
ま
す
」

　

１
６
９
４

年（
元
禄
７
）

に
「
奥
の
細

道
」
で
有
名

な
松ま

つ
お尾

芭ば
し
ょ
う蕉

が
、
島
田
の

俳
人
如じ

ょ
し
ゅ
う舟

宅
（
現
在
の
本
通
三
丁
目
静
岡
銀
行

付
近
）
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
持
病
に
侵
さ
れ
て
い
た

芭
蕉
の
身
を
案
じ
た
如
舟
は
「
今
年

で
き
た
麦
で
す
か
ら
、
柔
ら
か
く
炊

く
よ
う
申
し
置
き
ま
し
た
」
と
、
句

を
詠
み
ま
し
た
。
芭
蕉
は
、
こ
の
思

い
や
り
に
対
し
「
忙
し
い
時
お
邪
魔

し
ま
し
た
。
田
植
え
時
で
す
か
ら
、

私
も
朝
早
く
起
き
て
旅
に
出
ま
す
」

と
詠う

た

い
返
し
ま
し
た
。

　

如
舟
宅
跡
に
は
、
二
人
の
優
し
い

心
を
詠
っ
た
連れ

ん
く
ひ

句
碑
が
建
て
ら
れ
、

現
在
で
も
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

《
８
月
の
機
織
体
験
開
催
日
》

２
日
㈮
、
７
日
㈬
、
８
日
㈭
、

９
日
㈮
、
13
日
㈫
、
16
日
㈮
、

17
日
㈯
、
18
日
㈰
、
20
日
㈫
、

21
日
㈬
、
22
日
㈭
、
28
日
㈬
、

29
日
㈭
、
30
日
㈮
、
31
日
㈯

【
髙
田
三
郎
氏
と
は
】

　

髙
田
氏
は

１
９
１
３
年

に
名
古
屋
市

で
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

１
９
４
１
年
に
東
京
音
楽
学
校
（
現

東
京
芸
術
大
学
）
研
究
科
を
修
了
し

た
後
、
１
９
４
８
年
に
島
田
市
歌
を

作
曲
さ
れ
ま
し
た
。
生
前
は
、
紫し

じ
ゅ綬

褒ほ
う
し
ょ
う

章
・
勲く

ん
よ
ん
と
う

四
等
旭き

ょ
く
じ
つ日

小し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

授
章
・
聖
シ

ル
ベ
ス
ト
ロ
騎
士
団
長
勲
章
（
ロ
ー
マ

法
王
授
与
）
な
ど
、
数
々
の
栄
誉
あ
る

勲
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
髙
田
氏
の
ご
夫
人
は
、
故

森も
り

昌ま
さ
や也

氏
（
島
田
市
名
誉
市
民
・
元

島
田
市
長
）
の
姪め

い

に
あ
た
り
ま
す
。

【「
東と

う
こ
ん混

」
と
い
う
合
唱
団
】

　

東
京
混
声
合
唱
団
は
、
１
９
５
６

年
に
、
東
京
芸
術
大
学
声
楽
家
の
卒

業
生
に
よ
り
設
立
さ
れ
、「
東
混
」
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

東
混
は
、
東
京
・
大
阪
の
定
期
公

８
月
18
日
㈰
、
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
に
て
、
島
田
市
歌
の
作
曲
者
「
髙た

か
た田

三さ
ぶ
ろ
う郎

氏
」
の
生
誕
百
周
年
を
記
念
し
、
合
唱
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

髙
田
氏
は
、
島
田
市
歌
の
ほ
か
「
わ
た
し
の
願
い
」「
水
の
い
の
ち
」
な
ど

を
作
曲
し
た
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
で
す
。
当
日
は
、
日
本
で
唯
一
の

プ
ロ
合
唱
団
「
東
京
混
声
合
唱
団
」
に
よ
る
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

演
を
は
じ
め
、
各
地
方
で
の
特
別
公

演
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
髙

田
氏
を
偲
ぶ
想
い
が
主
催
者
と
一
致

し
、
市
内
で
の
開
催
が
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
本

格
的
な
合
唱
団
を
招
い
て
の
公
演
は
、

近
年
で
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
り
、
多

方
面
か
ら
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
指
揮
者
に
大お

お
た
に谷

研け
ん
じ二

氏
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
に
斎さ

い
き木

ユ
リ
氏
も
加
わ

り
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
会
へ
の
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
。

百
年
の
歳と

き月
を
優
雅
な
歌
声
で
偲し
の

ぶ

自主文化
TOPICS

事業情報

芭蕉と如舟の連句碑

東京混声合唱団

とき／8 月18 日㈰ 午後 4 時から

ところ／プラザおおるりホール

入場料／一般 3,000 円

　　　　高校生以下 2,000 円

※ 当日料金は 500 円増し。

髙田三郎生誕百周年記念

東京混声合唱団
島田特別演奏会

◇ プログラム（予定）◇

１ 日本の歌より

「雨ふり」「箱根八里」「茶摘」

２ 東混愛唱曲より

「コンダリラ」「ジェリコの戦い」

「幸せなら手をたたこう」

３ 髙田三郎生誕百周年記念

「島田市歌」「わたしの願い」「水

のいのち」

髙田 三郎氏


